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博士研究発表（2016.4.28） 
 

 「幼児の Narrative Skill 習得のための 

        物語行為支援システムの開発と評価」 
 

D3 佐藤 朝美 

【第一次審査会コメント】 

～中原先生～ 

 物語行為の概念に関する整理と追加説明が必要なのではないか。 →本文での用語の定義 

 道具がなくても親と子供で行われてきた研究をレビューすべき。 →本文執筆の中で 

 道具と環境をまとめる用語がシステムでよいのか。 →論文中の用語の使用方法を統制 

  

～水越先生～ 

 物語とナラティブの関係がよくわからない。 →本文での用語の定義 

 先行研究との違い（焦点）をしっかり出すべき。 →継続中の課題 

 親子の関係の課題や問題もおさえた方がよい。 →継続中の課題 

 

～山内先生～ 

 リサーチクエスチョンの設定がおかしい。 →相談内容１） 

 結論がトートロジーにならないように。 

 

【今回の相談内容】 

１）リサーチクエッチョンについて 

２）「物語」という用語が用いられる研究の整理 

 

【今後のスケジュール】 

・ 第一章＆「問い」チャレンジ 

・ 第一章書き直し ＋ 「問い」＆第二章チャレンジ 

・ 第一章＆第二章書き直し ＋ 第五章チャレンジ 

・ 第五章書き直し ＋ 第三＆四章チャレンジ 

・ 全体修正 

・ 第二次審査会 

・ 最終審査 

→第１回ゼミ発表 

→第２回ゼミ発表 

→第３回ゼミ発表 

→８月 

→９月 

→後期 

→３月？ 
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１）リサーチクエッチョンについて 

＜今回 16.04.28＞ 

「物語」を語る力である「Narrative Skill」の習得を、システムを用いてどのように支

援することができるのか？ 

 

物語を語る行為を支援するために必要な要素 

外化 

先行研究を整理すると、子どもは、実体験などの直接経験したことや絵本や人からのお話

などの間接経験をもとに物語を外化する。外化する形態としては、口述による作話であっ

たり絵本として描画して作成するものであったり、就学前後では文章による記述であった

りする。 

 

 

 

開発研究１（前半読み聞かせで話が途中で終わる→後半インタラクティブにお話を作る）

では、システムを用いて語る素材を提供したあと、画面を操作しながらお話を作って言葉

で表現する。インプットとアウトプットで支援が可能。 

 

 

口述 

書述 

描画 

直接経験 

間接経験 

口述 

システムでの表現 

直接経験 

間接経験 

システムに

よる賦活 

システム操作

で動きを表現

しながら口述 

（インプット） 

（アウトプット） 
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蓄積 

先行研究では、語りの引き出し方により語りが変化していく 

 

 

開発研究２（親子で物語を作り、そのやり取りを Web カメラで録画・サーバーへ保存、オ

ンラインコミュニティで共有）では、外化された物語を蓄積することで、親の語りの引き

出し方の振り返りを可能にした。さらに定期的に蓄積していくことで、長期にわたって

Narrative スキル習得の支援が可能になった。 

 

 

 

 

 

 

 

共有 

システムで、録画された映像を他者と共有することにより、 

親の語りの引き出しのバリエーションが増え、子どもの多様な反応に 

対応する等の語りの引き出しの向上がみられた。 

 

語りの引き出し 

物語 

語りの引き出し 

物語 

蓄積 

振返りによ

り向上 

他者との共有

により向上 

（共有） 
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 ＜仮説＞ 

物語を表現（外化）・蓄積・共有する機能を付随したシステムを開発することで、物語行

為を支援するための環境が整う。システムを用いて物語行為を継続していくことで、

「Narrative Skill」の習得を支援することができる 

 表現（外化）：物語を賦活し、「外化」させる、テーマの制約を設け、方向付ける 

 蓄積：「外化」した物語を「蓄積」していくことで振り返りが可能となる 

 共有：「蓄積」した物語を親子で「共有」するだけでなく、他者との「共有」をすること

で支援が可能となる 

 

＜回答＞ 

物語行為は、システムにより素材を提供することで物語を賦活し、システムを操作しなが

ら物語るという形態で「外化」を支援（１）、外化されたものを録画し「蓄積」することで

親の振り返りが可能となり、語りの引き出し方の向上を支援（２）、さらに、他者と「共有」

する場をシステムで実現することで、子どもに合わせた多様な語りの引き出し方の向上を

支援（３）、することが可能になる。さらに、「蓄積」された動画を「共有」していく活動を

続けていくことで長期的に支援（４）することがスキルの習得につながる。システム開発に

より「外化・蓄積・共有」の機能を実現し、上記４つの活動の支援を行うことで、子ども

の「Narrative Skill」の習得を支援することが可能になる。 

 

＜前回 16.03.01＞ 

心理的道具としての「物語」を語る力である「Narrative Skill」の習得を、物質的道具

を用いてどのように支援することができるのか？ 

 

 ＜仮説＞ 

言葉の習得とともに盛んになる物語行為を、表現・蓄積・共有する機能を付随したシステ

ムを使用しながら支援することで、人的環境・物語的環境に作用することが可能となり、

「Narrative Skill」の習得を支援することができる 

 表現：物語をヴィジュアルで賦活し、外化させる、テーマの制約を設け、方向付ける 

 蓄積：外化した物語を蓄積していくことで振り返りや共有が可能となる 

 共有：物語を親子で共有するだけでなく、他者との共有をすることで支援が可能となる 

 

＜回答＞ 

「表現・蓄積・共有」することが可能な現在のテクノロジー技術を用いて物語行為を支援

することで「Narrative Skill」の習得を支援することができた。ただし、その子の発達

段階に合わせるだけでなく、その子の体験や好みに結びつけたりする実際の言葉がけか

ら、そこには親（身近な大人）という人的環境が必要で、システムに代用はできないとい

うことが明らかとなった。 
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＜第一次審査時 16.01.13＞ 

心理的道具である「物語」を、物質的道具を用いてどのように支援することができるのか？ 

 

 ＜仮説＞ 

表現・蓄積・共有することで、人的環境・物語的環境に作用することが可能となり、支援

することができる 

 表現：物語をヴィジュアルで賦活し、外化させる、テーマの制約を設け、方向付ける 

 蓄積：外化した物語を蓄積していくことで振り返りや共有が可能となる 

 共有：物語を親子で共有するだけでなく、他者との共有をすることで支援が可能となる 

 

＜回答＞ 

物質的道具に「表現・蓄積・共有」の機能を実装することで、支援に重要な「人的環境」

が組み込まれ、物語の方向付けを行う「物語的環境」が整い、支援が可能となる。本研究

でのシステム開発は、これらの「道具的環境」の開発にあたる。 
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２）「物語」という用語が用いられる研究の整理 

＜今回 16.04.28＞ 

■物語・物語行為 

 「物語」という用語には、古典の文学など作者が制作する世界の物語を分析する研究のほか、

物語の構造に関する研究がある。物語の構造については、物語スキーマや物語文法と呼ばれ、起

承転結などの構造から成立しており、就学頃には習得しているという発達調査に関する研究があ

るほか、それらを国語教育で物語理解を促すために利用したり、情報処理で自動生成する方法に

ついて研究する領域もある。 

 本研究での「物語」という用語は、ブルーナーが定義する「1 つの物語は、出来事の因果から

構成されるだけでなく、登場人物の事件が盛り込まれ、精神状態の変化を伴う一連の流れから成

り立っている」という定義を用いる。 

 また、「物語行為」については、内田の調査で明らかになっている 5 歳頃から盛んになる活

動を指し、絵カードをもとに作話する活動や絵本制作、読み聞かせ後の再話等、何らかの刺激を

与えられることによる物語を産出する行為を指し示すこととする。さらにこれらの行為は、「す

べての物語はお話しを語るというわれわれの古代からの遺産にその根をもつ」というブルーナー

の定義に習い、日常の想起や空想の物語との区別をせず、お話しを語るという行為を意味するこ

ととする。 

 さらに、ブルーナーが「子どもは言語以前の早期から「物語へのレディネス」（「意味」を物

語的に構成し生成する生得的傾向）をもっている」と言及していることをうけ、絵本の読み聞か

せによる物語理解などの人為的な活動だけでなく、普段の生活における出来事の因果関係の推測

（矛盾した出来事も自分なりに意味を見出し、因果関係を創り出していくこと）も背景にあるも

のとする。 

  ブルーナー（1999）意味の復権―フォークサイコロジーに向けて.ミネルヴァ書房 

 

■Narrative Skill（話す力） 

 体験や自分の考えを一連のまとまった物語（Narrative）として産出し、他者に伝える力 

  Narrative Skill の研究では、本スキルが 5 歳半過ぎから就業以降に確立されてくるものと

されており、自分の過去の経験を語る（想起）に関するものが多いが、本研究では体験の想起だ

けでなく、空想の話，誰かを主人公とした仮想の出来事なども含めた物語の産出も Narrative 

Skill の習得に関係があるものと考える． 

 正しい文法で人に伝えるだけでなく、内容に対する考えをまとめ、自分にとっての意味を作る

力も含むこととする。 

  Peterson,C., Jesso,B., & McCabe,A. (1999) Encouraging narratives in preschoolers: 

An intervention study. Journal of Child Language，26, pp.49-67. 

  秦野悦子 (編集) (2001) ことばの発達入門. 大修館書店，東京 
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＜修正（16.03.01）＞ 

■物語・物語行為 

 「物語」という用語には、古典の文学など作者が制作する世界の物語を分析する研究のほか、

物語の構造に関する研究がある。物語の構造については、物語スキーマや物語文法と呼ばれ、起

承転結などの構造から成立しており、就学頃には習得しているという発達調査に関する研究があ

るほか、それらを国語教育で物語理解を促すために利用したり、情報処理で自動生成する方法に

ついて研究する領域もある。 

 本研究での「物語」という用語は、ブルーナーが定義する「1 つの物語は、出来事の因果から

構成されるだけでなく、登場人物の事件が盛り込まれ、精神状態の変化を伴う一連の流れから成

り立っている」という定義を用いる。 

 また、「物語行為」については、内田の調査で明らかになっている 5 歳頃から盛んになる活

動を指し、絵カードをもとに作話する活動や絵本制作、読み聞かせ後の再話等、何らかの刺激を

与えられることによる物語を産出する行為を指し示すこととする。さらにこれらの行為は、「す

べての物語はお話しを語るというわれわれの古代からの遺産にその根をもつ」というブルーナー

の定義に習い、日常の想起や空想の物語との区別をせず、お話しを語るという行為を意味するこ

ととする。 

 さらに、ブルーナーが「子どもは言語以前の早期から「物語へのレディネス」（「意味」を物

語的に構成し生成する生得的傾向）をもっている」と言及していることをうけ、絵本の読み聞か

せによる物語理解などの人為的な活動だけでなく、普段の生活における出来事の因果関係の推測

（矛盾した出来事も自分なりに意味を見出し、因果関係を創り出していくこと）も背景にあるも

のとする。 

  ブルーナー（1999）意味の復権―フォークサイコロジーに向けて.ミネルヴァ書房 

 

■Narrative Skill（話す力） 

 体験や自分の考えを一連のまとまった物語（Narrative）として産出し、他者に伝える力 

  Narrative Skill の研究では、本スキルが 5 歳半過ぎから就業以降に確立されてくるものと

されており、自分の過去の経験を語る（想起）に関するものが多いが、本研究では体験の想起だ

けでなく、空想の話，誰かを主人公とした仮想の出来事なども含めた物語の産出も Narrative 

Skill の習得に関係があるものと考える． 

 正しい文法で人に伝えるだけでなく、内容に対する考えをまとめ、自分にとっての意味を作る

力も含むこととする。 

  Peterson,C., Jesso,B., & McCabe,A. (1999) Encouraging narratives in preschoolers: 

An intervention study. Journal of Child Language，26, pp.49-67. 

  秦野悦子 (編集) (2001) ことばの発達入門. 大修館書店，東京 

 

＜前回＞ 

■物語・物語行為 
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1 つの物語は、出来事の因果から構成されるだけでなく、登場人物の事件が盛り込まれ、精神状

態の変化を伴う一連の流れから成り立っている 

 すべての物語はお話しを語るというわれわれの古代からの遺産にその根をもつ 

 子どもは言語以前の早期から「物語へのレディネス」（「意味」を物語的に構成し生成する生

得的傾向）をもっている 

 ブルーナー（1999）意味の復権―フォークサイコロジーに向けて.ミネルヴァ書房 

 

■Narrative Skill（話す力） 

体験や自分の考えを一連のまとまった物語（Narrative）として産出し、他者に伝える力 

 その内容は，自分の過去の経験，空想の 話，誰かを主人公とした仮想の出来事など多岐にわた

る． 

 正しい文法で人に伝えるだけでなく、内容に対する考えをまとめ、自分にとっての意味を作る

力も含む 

 Peterson,C., Jesso,B., & McCabe,A. (1999) Encouraging narratives in preschoolers: An 

intervention study. Journal of Child Language，26, pp.49-67. 

 秦野悦子 (編集) (2001) ことばの発達入門. 大修館書店，東京 

 

 

① 「物語」の構造に関する知識研究 

 物語スキーマ（ Rumellhart(1975)） → 物語文法（Thorndyke(1977)ら） 

 物語スキーマを指導することが物語理解につながる（国語教育で） 

 物語の構造を物語自動生成に活かす（情報処理学会） 

（「ストーリーテリング」という用語でも自動生成系研究がある） 

② 物語理解に関する研究  

 年齢による理解の段階、認知発達との関連性を調査する研究 

 物語理解の手がかりとなるもの（カードや意図、質問）を調査する研究 

③ 物語行為・物語産出・作話・お話づくり・絵本作り・ストーリーテリングに関する研究 

 発達段階で活動が盛んになる物語行為の発達段階に関わる研究（内田先生の研

究等） 

 物語の産出と認知発達の関係に関わる研究 

 絵カードを用いたお話作り（作話）の発達段階や認知との関係、手がかりとな

る要素との関係に関する研究 

 幼児教育の現場における絵本作りの効果についての実践研究 

 お話の続きの作話させることで、お話の理解や記憶、発達段階を調査する研究 

④ 物語と障害児を対象とした研究 

 自閉症児のお話作りの発達段階の調査やその支援に関する実践研究 

 視覚障害や聴覚障害の子どものお話作りの調査 
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⑤ 物語と自己に関する研究 

 物語を作成することと自己との関連性に関する研究（幼児と大人も） 

⑥ ナラティブ（主に想起）スキルに関する研究  

 過去の出来事（想起）の内容と年齢差や男女差、基準の調査の研究 

 親の働きかけ、階級との関係を調査する研究 

 人生の出来事（怪我や引っ越しや入院）時の想起に関する調査 

⑦ 物語の治癒効果に関する研究＝ナラティブ・アプローチ 

 やまだようこのライフヒストリー研究や野口らの両方に関わるナラティブ・ア

プローチ研究 

⑧ 文学としての「物語」研究 

 源氏物語等の古典文学についての研究 

 

 

①「物語」の構造に関する知識研究 
Rumelhart, D. E. 1975 Notes on a schema for stories. In D. G. Bobrow & A. Collins (Eds.), 

Representation and understanding. New York: Academic Press. 

Thorndyke, P. W. 1977 Cognitive structures in comprehension and memory in narrative 

discourse. Cognitive Psychology, 9, 77-110 ロラン・バルト (著), 花輪 光 (翻訳)

（1979）物語の構造分析．みすず書房 

岩永 正史（1986）物語スキーマの指導 : アメリカ合衆国の場合を例に(国語教育の発達論的研

究)．国語科教育 33, 67-74 

村井 源（2013）物語プロットデータベースのためのデータ構造の検討．情報知識学会誌 23(2), 

308-315 

浜田 秀（2001）物語の四層構造．認知科学 8(4), 319-326(文学と認知・コンピュータ) 

浜田 秀（1995）スト-リ-ラインと感覚的リアリティ-の構造について．人文學報 75, 283-312 

田中 吉資（1988）物語ツリーとクラスター・ツリー : 段階的 grouping 法による Mandler の物

語文法の検討(学習指導法・言語教育,教授過程 6,教授過程)．日本教育心理学会総会発

表論文集 (30), 844-845 

 

② 物語理解に関する研究 
松村 敦 , 森 円花 , 宇陀 則彦（2016）絵本の読み聞かせ時の演じ分けが子どもの物語理解と

物語の印象に与える影響，日本教育工学会論文誌 39(Suppl), 125-128 

松村 敦 , 根岸 舞 , 宇陀 則彦（2014）絵本の読み聞かせ後の問いかけが子どもの物語理解と

イメージ形成に与える影響．日本教育工学会論文誌 38(Suppl.), 157-160, 

由井 久枝（2002）幼児の物語理解に影響する要因:作動記憶容量と意図情報の役割に注目して．

教育心理学研究 50(4), 421-426 

上原 友紀子（2008）子どもの物語理解における感情理解--探索的推論の視点から．東京大学大

学院教育学研究科紀要 48, 257-265 
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